







































































































































































































































































































































































































































（ 5）　前掲『「自己責任論」をのりこえる　連帯と「社会的責任」の哲学』、 1 頁「はじめ






















構（OECD）の平均12・ 8％（17年）を上回り、主要 7カ国（G 7）でも貧困率の低い
順から 5番目」と指摘されている。さらに記事は、コロナ禍によって今まで以上に貧困
家庭を追い詰めると指摘している。朝日新聞2020年 7月17日付「子どもの 7人に 1人が
貧困状態　18年調査で高い水準に」https://www.asahi.com/articles/ASN7K6WFP N7KUTFL00 
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（21）　前掲 “The Age of Responsibility”p.2,『自己責任の時代』 1頁（以下、（AoR,p.⊖,⊖頁）と
表記する）。
　　　また、モンクは『自己責任』概念が広まった背景には、J.ロールズ（John Rawls）の


































（40）　J.Habermas, “Treffen Hegels Einwände gegen Kant auch auf die Diskursethik ?”, in 
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